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事業概要・実施内容
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115名
来場者総数

49者
出展事業者総数

75.0%
来場者満足度

50.0%
半年以内の就業意向

事業の背景と目的

令和７年５月１日時点における東京都の学童クラブ登録児童数は147,245人であり、年々増加している。一方、待機児童数は3,360人であり、依然として多くの待機
児童が発生している。

また、東京都子供・子育て支援総合計画（第３期）においては、令和11年度までに登録児童数の17,400人増加を目指しており、学童クラブの整備推進に必要な人材
の確保が課題となっている。

こうした状況を踏まえ、待機児童の解消に必要な人材を確保することを目的として、学童クラブに特化した就職相談会を実施した。

相談会の実施内容

■ 開催方法・対象者

生活圏やアクセスの違いを踏まえ、区部と市町村部に分けて２回実施。有資格者や経験者に限定せず、未経験者も参加しやすい形とした。

■ 相談会の内容

学童クラブ事業者がブースを出展し、参加者が気軽に質問・相談できる場を設けたほか、現場職員による基調講演と個別相談を一体的に実施することで、個別相談

へ円滑に移行できる構成とした。

■ 広報手段

オフライン（チラシ、広報東京都）とオンライン（東京都福祉局HP、東京都公式SNSアカウント、報道発表等）により、多様な層に情報が届くよう周知を行った。

開催実績

■ 第１回（市町村部）

日時：令和７年10月19日（日）13:00～16:00

会場：東京たま未来メッセ

来場者数：52名 ／出展事業者数：20者

■ 第２回（区部）

日時：令和７年11月30日（日）13:00～16:00

会場：ビジョンセンターグランデ東京浜松町

来場者数：63名 ／出展事業者数：29者

■ 面接・採用実績

面接した／面接する可能性あり：合計18人

採用した／採用する可能性あり：合計13人



アンケート調査結果
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来場者アンケート結果

（１）就職先に重視する条件（複数回答・延べ件数ベース）
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会社の安定性・将来性

スキルアップやキャリア形成の機会

社会貢献性や理念への共感

雇用形態の安定性

給与や待遇の良さ

勤務時間や休日などの労働条件

仕事内容のやりがい・興味

職場の雰囲気・人間関係

勤務地や通勤のしやすさ

（２）学童クラブの仕事に就く意向

20.8% 29.2% 16.7% 33.3%

すぐにでも 半年以内 将来的 迷っている等

（３）満足度

27.8% 47.2% 20.8%

4.2%非常に良い 良い 普通 低評価

（４）今後の開催に向けての意見・要望（自由記述・一部抜粋）

・現場の方や事業運営の方と直接話すことができ、大変ありがたかった

・講演が良く、学童のイメージがしやすかった

・開催時間が短く感じた

・もう少し多くのブースを回りたかった

出展事業者アンケート結果

87.0%

13.0%

0.0%

0.0%

放課後児童支援員（常勤）

放課後児童支援員（非常勤）

補助員（常勤）

補助員（非常勤）

（１）採用したい職員・勤務形態

（２）面接・採用につながったか（可能性含む）

・面接した／面接する可能性あり：合計18人

・採用した／採用する可能性あり：合計13人

（３）改善してほしい点（自由記述・一部抜粋）

・来場者がブースを回る時間をもう少し長くしてほしい

・資料設置コーナーやフリートークの場の設置を希望

・来場者数増加に向けた集客・周知の強化を希望

（４）東京都への要望（自由記述・一部抜粋）

・出展料無料の継続と今後の継続開催を希望

・年間を通じた複数回開催を希望

・求職者への周知のさらなる強化を希望



成果の総括・今後の展望
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01. 参加者像と採用ニーズ

・経験者に限定しない形で開催し、幅広い層が来場した。

・出展事業者が最も採用したい職員・勤務形態は放課後児童支援員（常勤）
で87.0%であった。

・次回開催においても幅広い層が参加しやすいようにしつつ、来場者と事業
者側の求人ニーズが結び付く工夫が求められる。

02. 来場者の理解促進

・東京都による行政説明、基調講演、個別相談の構成により、未経験者を含
む来場者が仕事内容を具体的にイメージしやすく、個別相談へ円滑に移行で
きる流れとなった。

・来場者からも講演が個別相談の準備として役立ったとの声があり、本構成
は理解促進に効果的であったと考えられる。

・一方、開催時間の延長を求める声もあり、次回は時間配分の工夫が求めら
れる。

03. 広報活動と集客状況

・オフライン（配架チラシ、広報東京都）とオンライン（東京都福祉局HP、
東京都公式SNS等）の併用により、多様な層に情報が届いたと考えられる。

・一方、出展事業者からは集客・周知の強化を求める意見が複数見られた。

・次回開催に向けては、周知量の拡大及び周知先・掲載内容の検討が必要で
ある。

04. 実績の評価と改善方向

・面接18人・採用13人（可能性含む）の実績があり、接点形成の場として一
定の成果があった。

・一方、来場者数の増加や、来場者が重視する条件に対応した情報提供の充
実が今後の課題である。

05. 次回に向けた改善点

・求人情報・会場内資料の見せ方を工夫し、来場者と事業者側の求人ニーズのマッチング精度を高める。

・講演から個別相談へ円滑に移行できる構成を維持しつつ、個別相談時間を確保する。

・周知量の拡大、周知先及び掲載内容の検討により、来場者数の増加に向けた取組を強化する。

・来場者が重視する「勤務地・通勤の利便性」「職場の雰囲気」「仕事内容」「労働条件」等に対応した配布資料の充実や、資料設置コーナーの設置を検討する。
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